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アモルファス状態に由来するリン光発光(λ ＝ 420–460 nm)と準安定状態な分子ねじれ構造結晶状態に
由来するリン光発光(λ ＝ 520–650 nm)強度が増加することを見出し、これら 2種類のリン光バンドの結果、
この単一化合物からなる薄膜から白色発光発現可能であることを明らかにしている。紫外線照射による分
子ねじれ構造変化の詳細なシミュレーション変化と膜質(結晶性)変化は、Winmoster を用いた DFT 計算
と XRDで解析しており、λ ＝ 520–650 nmのリン光発光を発現する分子ねじれ構造においてカルバゾー
ル(Cz) –ジベンゾフラン(DBF)のねじれ角(φ)と Cz に置換されるオルトターフェニル基の平坦化を観測し、
それに伴う結晶化を XRD 測定より明らかにしている。またどの分子部位が白色リン光発現に必須である
かを分子 2 から分子 5 の合成と評価により分析を行い、Cz に置換されるオルトフェニル基が重要な因子
であることを明らかにしている。加えて分子 1 を単独で発光層(100 nm)に用いた有機エレクトロルミネッセ
















第 3 章では、π 共役系高分子を用いたレーザー発振の実現に向けて、π共役高分子のみからなる自
己集合化球体を用いたウィスパリングギャラリーモード(WGM)発光発現に関して述べている。この目的を




が発現可能であることを見出している。また WGM 発光の粒径依存性を、WGM 発光の指標である Q 値
にて解析を行うことで、WGM発光発現の閾値が 2 µm程度以上のものにおいて明確なWGM発光発光
を示すことを明らかにしている。加えて、電解励起によるWGM発光に向けても検討を行なっており、Ti被





















 2019 年 2 月 20 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
